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論 文 内 容 要 旨





1 ） 乳房の生理的緊満を認める女性に対して、ブラジャーの形状特性ごとの着用劾果について、 
乳房の引き寄せ距離、引き上げ距離、乳房表面温度から検証する。
2 )  効果の主観的評価として、ブラジャーの形状特性による着用感を評価する。
《方法》
生理的緊満を認める産後3 日目の女性4 0名を対象に、ワイヤータイプのブラジャー1 点 （ブラ 
ジャーP o r ブラジャーQ ) 、ノンワイヤータイプのブラジャー2 点 （ブラジャーR 、ブラジャー 
S ) を着用し、各ブラジャー着用後に乳房の引き寄せ距離と引き上げ距離を測定し、着用感に関 
するアンケート調査を5 段階の尺度を用いて実施した。その後、ブラジャー3 点のうち、割付表に 
添った 1 点を 3 時間着用した後にアンケート調査と乳房表面温度の測定を実施した。データ解析 
には、統計パッケージソフトSPSS ver. 2 6を使用した。本研究はグンゼ株式会社の研究倫理審査 




各ブラジャーを3 時間着用した乳房表面温度の変化については、ブラジャーQ とブラジャーR 
では、左右ともに統計学的有意差を認めた。ブラジャーS では右乳房でのみ統計学的有意差を認 
めた。
着用したブラジャーの中から、今後も継続して着用したいと感じたものはブラジャーR が 2 0名
















(備考） 1 . 研究の目的•方法•結果•考察•総括の順に記載すること。 （ 1 ,200字程度) 
2 . ※印の欄には記入しないこと。
